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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
養
成
講
習
会（
前
期
）

　

地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
左
表
の
と
お
り

場
堀
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
憩
い
の
里
う
ら

ら
内
）

対
受
講
後
に
協
力
会
員
と
し
て
活
動
で
き
る

市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

費
無
料　

定
30
人（
先
着
順
）

申
６
月
20
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
を
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
ま
た

は
左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
申
込
書
は

同
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
支
援
課
・
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
で
入
手
で
き
ま
す
。

他
当
日
は
、
無
料
託
児
が
利
用
で
き
ま
す
。

（
定
員
あ
り・要
相
談
）そ
の
他
詳
細
は
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
71・１
１
２
５
）ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
支
援
課

℡
71
・
２
０
７
７

一
般
介
護
予
防
教
室

エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ニ
ア
！
実
践
お
た
っ
し
ゃ
塾

体
操
や
各
種
講
話
を
通
じ
て
健
や
か
な
生

活
を
送
る
た
め
の
秘
訣
を
学
び
ま
す
。

日
６
月
11
日
〜
９
月
３
日（
全
12
回
）

　
水
曜
日
、
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
15
分

場
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

　
※
関
節
疾
患
等
の
あ
る
人
は
要
相
談

費
無
料

定
25
人
（
抽
選
。
新
規
の
人
優
先
）

申
5
月
27
日（
火
）か
ら
30
日（
金
）に
高
齢
者

　
介
護
課
へ
電
話
で

他
運
動
強
度
は
や
や
弱
め

問
高
齢
者
介
護
課

℡
71
・
２
４
７
４　

健
康
安
全
運
転
講
座

　
安
全
運
転
を
続
け
る
た
め
の
知
識
や
運
動

機
能
維
持
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
６
月
18
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

場
長
野
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社
穂
高
店

内
▽
正
し
い
運
転
姿
勢
と
車
の
死
角
確
認
・

　
誤
発
進
抑
制
機
能
の
体
験

▽
安
全
運
転
講
話

▽
運
転
能
力
の
維
持
向
上
に
役
立
つ
健
康
指
導

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

費
無
料　
定
20
人（
先
着
順
）

申
６
月
９
日（
月
）ま
で
に
電
話
で

問
高
齢
者
介
護
課

℡
71
・
２
４
７
４

あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」の
催
し

■
料
理
教
室「
柏
餅
作
り
」

日
６
月
18
日（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

費
１
５
０
０
円

■
体
験
教
室
「
と
っ
か
ら
味
噌
、
塩
こ
う
じ

を
作
ろ
う
」

日
６
月
21
日（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

費
１
５
０
０
円　
　

■
共
通
事
項

場
え
べ
や　
講
え
べ
や
ス
タ
ッ
フ

定
各
10
人（
先
着
順
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾

申
５
月
27
日（
火
）か
ら「
え
べ
や
」へ
電
話
で

（
℡
88
・
６
２
７
５　

受
付
は
月
曜
日
を

除
く
午
前
10
時
か
ら
16
時
。
キ
ャ
ン
セ
ル

は
２
日
前
ま
で
）

他
子
ど
も
同
伴
の
参
加
は
要
相
談

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
２
７

第
１
回
自
然
観
察
会

　
夜
の
森
に
い
る
昆
虫
に
つ
い
て
知
って
い
ま
す

か
。
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
虫
の
観
察
か

ら
、
身
近
な
自
然
の
生
態
系
を
学
び
ま
す
。

日
６
月
28
日（
土
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
45
分（
予
定
）

場
長
峰
山
山
頂
周
辺（
明
科
）

対
市
内
在
住
の
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

　
同
伴
）

講
那
須
野
雅
好
さ
ん（
三
郷
昆
虫
ク
ラ
ブ
世

　

話
人
）、
中
田
信
好
さ
ん
（
田
淵
行
男
記

　
念
館
館
長
）

費
無
料

定
30
人（
抽
選
）

申
６
月
３
日（
火
）ま
で
に
、右
記
２
次
元
コ
ー
ド

（
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）か
ら
。
　

　
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
２

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ゆ
る
〜
く
つ
な
が
る
出
会
い
の
場
！

ゆ
る
つ
な
茶
話
会

　
誰
で
も
自
由
に
集
ま
り
ゆ
る
〜
く
交
流
で

き
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。
仲
間
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
自
分
の
思
い
や
や
り
た
い
こ

と
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
6
月
21
日(

土)

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
堀
金
支
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
①「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
！
や
り
た

　
い
で
す
！
」Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
②
ゆ
る
〜
く
つ
な
が
る
お
し
ゃ
べ
り
会

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
71
・
２
０
１
３

ね
こ
の
ニ
ャ
ン
で
も
相
談

　
飼
い
ネ
コ
の
し
つ
け
や
野
良
ネ
コ
対
策
な

ど
、
身
近
な
猫
の
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
都
合
の
良
い
時
間

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
６
月
20
日（
金
）
午
後
1
時
30
〜
3
時

場
市
役
所
2
階
２
０
４
会
議
室

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
１

穂
高
で
の
新
生
活
を
送
る
相
馬
良
は

病
を
発
症
し
ま
す
。
そ
の
治
療
の
た
め

愛
蔵
は
、東
京
で
の
生
活
を
決
断
。「『
東

京
の
匂
い
が
す
る
よ
』
良
は
、
鼻
を
く

ん
く
ん
さ
せ
て
喜
ん
だ
。」そ
の
一
四
は
、

こ
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
時
を
同

じ
く
し
て
荻
原
守
衛
の
明
治
女
学
校
深

山
軒
で
の
生
活
も
ス
タ
ー
ト
。
絵
画
研

修
の
た
め
の
渡
米
で
あ
っ
た
は
ず
の
守

衛
に
女
性
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
な
ど
、

守
衛
、巌
本
善
治
明
治
女
学
校
長
、愛
蔵
、

良
ら
の
こ
ん
と
ん
と
し
た
男
女
の
ド
ラ

マ
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
五
で
は
、
田
中
正
造
の
足
尾

銅
山
の
渡
良
瀬
川
鉱
毒
問
題
に
加
え
、

幸
徳
秋
水
が
万
朝
報
に
発
表
し
た「
非
戦

争
主
義
」へ
と
物
語
が
展
開
し
ま
す
。
そ

し
て
井
口
喜
源
治
創
設
の
研
成
義
塾
新

校
舎
が
穂
高
の
三
枚
橋
に
設
立
さ
れ
る

一
六
に
続
い
て
い
き
ま
す
。

　
小
説『
安
曇
野
』で
は
、登
場
人
物
の
対

話
が
、場
面
や
年
代
を
超
え
て
滾※

々
汨
々

と
表
現
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
難

解
小
説
た
る
ゆ
え
ん
で
、
読
者
が
こ
の

展
開
に
惑
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
１
部
最
終
章
の
そ
の
一
八
で
は
、

新
宿
中
村
屋
に
つ
な
が
る
居
抜
き
の
パ

ン
屋
を
七
百
円
で
購
入
し
ま
す
。
第
２

部
で
は
、
日
露
戦
争
勃
発
や
渡
米
し
た

守
衛
の
彫
刻
家
へ
の
転
身
、
新
宿
中
村

屋
創
業
、
そ
し
て
守
衛
の
吐
血
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

第
３
回

第
１
部
（
そ
の
一
四
か
ら
一
八
）　
難
解
小
説
た
る
ゆ
え
ん

※滾々汨々
「こんこんこつこつ」または
「こんこんいついつ」と読み
ます。臼井吉見が好んだ言葉
で、墓碑銘にもなっています。
安曇野の湧水のように言葉が
次々と湧き出る様子を表して
います。

松本広域連合消防職員（上級）募集　　問松本広域連合事務局 ℡87-5460
令和8年4月採用松本広域連合消防職員（上級）の採用資格試験を行います。
日１次試験６月22日（日）　教養、適性、体力試験
場▷教養試験：松本市役所波田支所　▷体力試験：松本市波田体育館
対平成9年４月２日から平成16年４月１日に生まれた、大学卒業程度の学力を有する人
採用予定人数　若干名
申5月29日（木）から6月6日（金）に申込書を松本広域連合事務局へ提出。
　申込書・詳細は松本広域消防局H

ホームページ
Pをご覧ください。

日程

6月27日（金）
9：15～15：30

7月3日（木）
9：30～12：30

7月11日（金）
10：00～15：30


